
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２5．７．2        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO. 14 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

第 34回 市教組定期大会、開催される！NO.6 

 
安永代議員からの質問 

① 現時点での病休者の数を知りたい。職種別にちがいがあるのか？ 

② 複数担任制について。４校の実際の実施状況が知りたい。 

田中書記長の答弁 

① 今年度の数については未確認。昨年度の病休者の割合は教員より事務職員の方が多かった。 

② 実際に複数担任制をしている組合員はいないが、討論の中で実施校の実態を話してもらいたい。 

渡邉代議員の討論 

勤務校では、今年度から複数担任制が導入されています。教務と週 3日の先生で担任を 

努めています。教員の負担軽減、様々な目で子どもを見ることができるというメリットの 

もと始まっていますが、実際には先生方の負担が増えています。課題として、担任間の 

予定調整に時間がとられることです。担任業務や学習指導など毎日のように予定の確認を 

行い、時間をとられています。 

 また、急な予定変更や気になる児童のことについて、それぞれの担任に伝える段階で情報共有が不十分

になり、連絡ミスや伝達ミスも起きています。そして、教務が担任に入ることで教務の仕事を行う時間が

ありません。他の教員が休んだ時の補欠に入ることができず、同学年の先生方で受け持つことが求められ、

休みにくい職場環境になっています。働きやすい職場づくりのために、教職員の定数を確保すること、複

数担任制をするのであればサポート体制を整えることを求めます。 

権藤代議員の討論 

平和運動、平和教育については、これまでも「教え子を再び戦場に送るな」というスロー 

ガンのもと、熱い思いをもって大切に取り組んでこられました。中でも 8・6平和のつどい 

は、時代に合わせて様々に形をかえながら受け継がれてきました。私自身も 8・6平和のつ 

どいに参加させていただき、平和について、先生方の手作りの演目で楽しく、そして深く、 

考えることができました。その後、 様々なご縁があって、実行委員会に参加しています。 

しかしながら、世界は大変揺らいでいます。子どもたちも戦争のニュースを見ています。現場では日々の

多忙さの中で、平和学習も形骸化したり、消えてしまうのではという危機を感じます。 

私が 1年生と平和学習をしたとき、「先生、日本は戦争にならんよね」「なんで戦争とかするん?」と聞か

れました。みなさんなら、どのように答えますか?大分には大きな弾薬庫ができています。沖縄の基地は拡

大しています。ミサイルも配備されています。米軍との合同訓練も行われています。沖縄の島に暮らす人

全員を、九州各地に避難する計画があり、避難訓練も行われています。「日本は平和憲法の国だから大丈夫

だよ」と言えるでしょうか。ぜひ、多くの先生方と一緒に考えたいと思っています。自己申告の研修欄に

も記入ができるそうです。貴重な夏休みですが、研修の一つとして誘い合って来ていただければと思いま

す。私自身も、「私は、平和のためにがんばるよ」と子どもたちに胸をはって言えるように、できることか

らがんばりたいと思います。一緒にがんばりましょう。 


